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　5月27日、雨竜町で新嘗祭献穀田 御田植祭が行われました★
強風の中、６人の早乙女（雨竜小学校６年生４名、当JA職員２名）が丁寧に苗を植えました♪

➡記事の詳細は8ページ

JAきたそらちでは、ホームページ/Facebook/
Instagram/YouTubeで、魅力満載の情報を
発信中です！ぜひ、ご覧ください！

ホームページ
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　6月9日、 ビー ー が の すいか「マ ー ー 」が た。 の日は、きた ら

ちマ ー ー 生 々 の 田 が から4 り 1 ースを

した。

　 年は の低 が影響しないか していたが、 は 年と 日で、 度は12.4度と を

たしたものが持ち ま た。

　 田 の 大 は、「 の が く

低 が いた とで には したが、 が

大きかった とで の いすいかになりました！」

と笑顔で す。

　 生 は 年89. に作 けしており、

年は約4 ースを し、約1 1 の 上

げを 。 は1 月 まで く。

夏の風物詩「スイカ」の
出荷始まる
夏の風物詩「スイカ」の
出荷始まる

した 田 の 大

マダーボールマダーボール

6月12日、 の果 が 色い「 まわりすいか」が た。 の日は、 まわりす

いか の 、 、 、 高田の4 が から6 り 28 ー

スを した。 年は が 果 の日 もあり、 年より2日 の となったが

度は12度と のすいかが持ち ま た。

　 は、「 が低い日が き 年で

と っていい ど に した年になった

が、 の が大きかったため 年も 度の高い

すいかとなった。リ ーターに てきた ま

わりすいかを 年も くの に ていただきた

い」と す。

　 の ー は6月下 から8月下 まで き、

約1 7 ースを し、約 の 上を

。
した 、 から2人 、

、高田

北竜ひまわりすいか北竜ひまわりすいか
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　青果部の 施設では、 々と の の が まっている。 年は、 月の

が 年に て . 高く、日 間も116％と いなど に ま た。しかし、

は が低く し生 は となったが、生 の肥 等により の いものが

ている。

　なお、「 ・ リーン ーマン」は、深川 の 「 イス ン かがわ」 所「eciR」で

も している。

【青果 　川 】

きゅうり
　 月26日より、き うり

の が まった。 の日は、

きた らち 生

の マリ

ジ ンママー

と東原

が から イ 29 ース、14 を

した。4月下 から を 。 年は

、 の が低かった ともあり 年より 日

い となった。

　 生 では 年度、約11 に作 し、約

ースの 、 の 上を 。28

日からは、 選作業も まり、8 に け、 に

1 で や名 の 場を に する。

グリーンピーマン
6月9日より、 リーン ーマンの が ま

った。 の日は、きた らち ーマン生

の 会社

より から イ 14 ース、 9 を

した。 年より1日 い となった。

　当 の ーマンは「 シー」という で、

果 はやや めで めても が く、 の ー

マンに シトリン が なく

にも やすい

となっている。

・ 川・ 川の

場 向けて1 月

下 まで が

く。

夏秋苺
6月16日より、 の が まった。

は に ー 用として るが、 部生

用でも する。 の日は、きた らち 生

の 田 実

が、約 を した。

　 は 々に も

え、 川・ 川 場を

に11月上 まで

が く。

さやいんげん（ピテナ）
　 月 1日より、 やい げ

ナ の が まった。

の日は、きた らち 生

の

が、 という を1

2 1 した。

　 年より1日 い となったが、 は

に ま 生 は に進 だ。

　 は 々に も え、 の ー は9月と

なり 場を に1 月下 まで が く。

旬の青果物が続 と々出荷スタート！
　青果部の 施設では、 々と の の が まっている。 年は、 月の　青果部の 施設では、 々と の の が まっている。 年は、 月の　青果部の 施設では、 々と の の が まっている。 年は、 月の

旬の青果物が続 と々出荷スタート！旬の青果物が続 と々出荷スタート！旬の青果物が続 と々出荷スタート！

まるかじりトマト
　6月18日より、まるか りトマトの が まった。きた らち大 トマ

ト部会 会 の高 メ が イ を に

48 ース約192 を した。 年より 日 い となった。

　 面を に1 月下 まで を している。 部会では 年

度、約128 に作 けし、約1 の 、約4 の 上を

青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部
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　当JAでは、 たな として イス ジン お米 の イ マスプ ス ッ を 用した米 を 作した。

　 の米 は、 用に ないお米 米や 米、 然 により るを ないお米など を原料と

するため、 の 用 を大 に 減する とが となり、 酸化 減にもつながる。

　 らに 海 米の を 用し 作 た米 は当JAが めてとなる。

　 の米 で した、JAきた らち 「え まる」は 年6月より の などで を 。「え まる」は、

作業の 化と し の を した持 な米作りを推進するために た で、「 海 の持

な 業」を するお米となっている。当JAの 当職員は「 から 年かけて当JA イス ジンを

実 した。 として お米 の米 に だわったのは、 のお米が イス ジンの原料として 用

る実 を作る とで 生 体が を実 し り でいく を り上げたかったため」

と す。

　 、 業生 場では、 に ら 働 が深 化

している。 で当JAでは なる人材 を ち すため し

い 体として「 カー 」を した。

5月25日、 カーの が当JA 所で行わ 、 職員や

機 の職員、 材 など約20名が まった。

　 では、 がト タカ ー ( ) 店

から プリカ ーの を受け、「 業人材が える とは、

々 にとっての いとなる。 の をきっかけとし

て 業に を持つ人が える とを願っている」と した。

　 体には 日単 で 業 イトができる プリ「daywork

イ ー 」の ー ージ スできるQRコー やイ

ストが大きく イン 、 な が となって

いる。

　 は就 や 、 のイ ントなど 向き た

な人材 に向けた プ ー を行っていく 。

イス ジン

「米の新しい価値へ」「米の新しい価値へ」
JAきたそらち産ライスレジン米袋を製作しましたJAきたそらち産ライスレジン米袋を製作しました

新たな人材確保に向けて情報発信！
アドカー（広告宣伝車）を導入しました！
新たな人材確保に向けて情報発信！
アドカー（広告宣伝車）を導入しました！
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保育園の子どもたちも！保育園の子どもたちも！

元気にバケツ稲体験♪元気にバケツ稲体験♪

　バケツ稲田植え体験の様子は、YouTube
きたそらちゃんねるで視聴出来ます♪

深川市の小学校で深川市の小学校で 田植え体験学習田植え体験学習
　 月下 、深川 学校 校による田 え体験学 が行わ た。 では に した 色ある教

の として、 学生を対 に の 業体験学 に り でいる。

　 たちは、 職員や 員、青年部などの を ながら、 員 、深川 業 ンターの 場で田

えを体験した。 めて 田に る も く、 かる に し ま になりながら になって

を えた。

　 たちは、 の の生 について学 、 には 体験を行う 。

5月19日北新小学校（松本拓磨氏宅） 5月22日一已小学校（農業センター）

5月23日音江小学校（石川大輔氏宅）

5月23日深川小学校（農業センター）

5月24日多度志小学校（竹内誠氏宅）

農業農業農業農業農業
振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部
農業
振興部
農業
振興部

　深川 原い の くら 年 1 名が、 月2 日、 で

の田 えを行った。

　当日は、 の 作業から の 作業まで、 の の 々が実 に 作業をしている様 を 影した

ジタ 「お米ができるまで」を した 、 し い 、JA職員が のコ など に し、

の の田 を いっ い きした 、 め りかの田 えを行った。

　「 が の で てて、 し しく る。 の もあるけ ど、深川 の 業である

業に が を持ってもらえ 」と 原 の いで まった は 、 や の な

どを行う。 どもたちは の を楽し にしている。

は ちら
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※出席者　前列左から　1番目：上田凌之　2番目：岩田専務　3番目：柏木組合長　4番目：古川和也　
後列左から　1番目：青木龍生　2番目：吉田尚人　3番目：櫻田良次　4番目：櫻田梨菜　5番目：澁谷将汰　6番目：菊池貴之

当JAでは、 の 体として の に「 ー ージ」「 」「 ce 」「 e ンネ 」

等の を 用し や 業 、生

場の などを している。

　 、 と ce の プ

ー 等に「 i . i リットリン 」

の R を した。リットリン とは、

のリン を つの ージにまとめる ー

ビスの とで、各 ージ スし

やすくなる となっている。

各 の R だけではなく、 e

も しており 単に の

が となる。

　 下 の Rコー からリットリン の

ージを くだ い

簡単にアクセス！簡単にアクセス！
JAきたそらちのSNS♪JAきたそらちのSNS♪

　令和 年度「 就 」が6月 日にJA 所にて 、 参 や ターン、

学 など 年度の 就 のうち1 名のうち8名が した。 は当日の にJA施設 学、

からJA について を受け、 の 、 に した。

　JA施設 学では、各施設の 当職員による案 で、青果部 施設や ち き 施設、

深川マイナリー、 ・大 施設を 学し、 の施設で ている や、

各施設の 要 と機 等の が行わ た。また の には、 と 田 務が の

もと会 およ を行った。 は日々の を に した。 の 、JA 所にて 業 部

職員による「JAという の とめ すもの」と した が行わ た。

　 は、JAの 会の 上にて 、 職員が るなか、 より 人 とりに

が た。 は、「 を う 業 の 員として の や所 の 等に してい

ただき、いつまでも で く 業に していただきたい」と の を った。また を し、

川和 度 は、「 ども 就 が すと は、 で な を生 し、

を の 々と に り てていく と。 とも、生 の 、JA 職員の 様 に ートい

ただきながら、 の において めら る人材として、日々、 し、 き、学 でいきたい」と

く した。

　なお、令和 年度の 就 対 は のとおり。

令和5年度 新規就農者 激励状贈呈式

地区 氏　名 地区 氏　名
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5月25日、イン ネシ 業 の 業教 ンター職員4名が深川マイナリーと精米

施設の を行った。

　 日の24日、 ンターはJA

海 会と、イン ネシ からの 業

人材受け について を した。

イン ネシ としては人材の 、 会としては 業

場の 働 を として 、 実 生や

、インターンシップ生の の 業人材受け

が進めら る。 当JAでの は日 の の 業施

設を 学するために実施 た。

　当日、深川マイナリーでは、深川 所深川米 施設 の上

月 が 施設の設 について 受けから りまでの

や 機や イ 、色 選 機など の の

を した。

　 いて、精米施設では 部米 の高 と

職員が2 学 から施設を案 し米 の メージ

を 減し高 な 米に 上げる の精米機

や カ ー 選 機等精米設 について を行った。

　 に、当JAでの たな である イス ジンについ

ても 当 4 ージにて て し、 作した

米 で した「え まる」をプ ントした。

　 に た ンターの職員から「マイナリーの イ

ではどのくらいの の米を できるのか」「 イ によ

って 度が うのはな か」「低 で米を していて

に は 生しないのか」等 な 答が行わ るな

ど の い となった。

販売部販売部販売部販売部販売部販売部販売部販売部

インドネシア農業省　深川マイナリー＆精米施設を視察

　当JAは令和 年度の 業 年 加 推進 に対し、令

和 年度 業 年 　青年 の部 20

39 を受 いたしました。

　 業 年 は、 業 年 の加 進

に に り 、加 上 の 体に るも

のです。　

　 も 業 の 生 の に するために 業

向けの 年 である 業 年 の 推進に り で

まいります。

【 部　 田】

令和４年度令和４年度令和４年度令和４年度令和４年度令和４年度令和４年度令和４年度
農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞農業者年金基金理事長賞受賞

令和４年度
農業者年金基金理事長賞受賞

令和４年度
農業者年金基金理事長賞受賞

金融金融金融金融金融
共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部
金融
共済部
金融
共済部
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JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力

令和 年 月実

　2 4 8 4

対

年対

69,352kWh 発電電力

R .12 R .

221,937kWh
14

4 1

対

年対

8 1

29 44

　青年部 部 部 では6月14日、「 田 ート」の田 え作業を行った。

　「 田 ート」は、 部が の 「田 の うり う」 の実 場に、 用やカ

な 用の を えて ートを作りあげる り で、 年で1 を えた。 ートの イ

ンは 年、 学校の6年生が 案しており、 年はコン ー に を きマスコット

ターである ー く とコン ー の を いた。

　 の日は、部員1 名や 職員、JA職員などが 作業で田 えを行い、 の部員に える場所を

しながら、 の「ななつ し」と 、 、 の 4色の を つ えた。また インを 案し

た 1 名が を りに、部員と しながら つ とつ を えた。 日かけ、1 の 田に約1

4 の を えて を た。

　 部の 部 は、「 どもたちと楽しく田 えをする とができて かった。 年は ー が

田 ートの イン。 くの人に楽し でもらいたい」と す。 場 には 体を 下 るや ら

が設 ており、 月 から を える。

　また 日、 ート の 場では、 年 の 学校4、 年生による田 え体験学 が行わ 、

も と を ぶ 学 田 学 学校 の 4名も参加し、田 え

を体験した。
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　 生 部会 　 田 の 場が令和 年度 田に選 、 月2 日 大

、 場で「 田 田 おたうえ い 」が行わ た。

　 にいなめ い とは、 年11月2 日に、 下が を 々にお えになり を する

とともに、 下 らも し上がる の でも も 要な の と。また け く とは、

の に えるため から 上 る を し、 田は

で 年2か所選 る。当JA で 田が選 るのは

24年 深川 から11年ぶりで、 が選 るのは

が めてとなる。

　 には当JA 職員や 体、 材 などあわ て約6 名

が参 した。

　当日は 田 袚の や参 による 等が行わ た 、

の 、 6名 学校６年生 名、当JA 職員2名

が「 め りか」の を丁寧に えた。

　 、 田 は「は め を受けたときは きましたが、

とても名 な とであると い き受けました。 の 場は9月の

り りまでしっかりと をして参りたいと います」と を

した。

　 月 日 大 には 場で、 い い が

えた の を行う。

　「 まわりまつり」が 年も まわりの で る。 まわりまつりとは、 が る

と まわりの の2 の に2 の まわりが き り、

年 くの で わう の 大イ ント。 まわり の

大 や まわりの を できる 「 まわり 」、 ト

リー や ーメンなどのシ ップが ぶ まわり ンターなど

を楽し として人 となっている。

　また 年は、 まわりまつり リジナ き「向日

に く は、 の を く の、 と の ンタジー。」

も る。 ども とおとな 、 たナ と

度が けら ているため でも楽しめる となっている。

　 リジナ きを リ すると 選で「 の 」が

当たる ンスもあります。 の まわりまつりに 場

くだ い。

間 2 2 年 月22日 から 月2 日 日

雨竜支所

北竜支所
夏はひまわりの里にみんな集まれ！

ー 北竜ひまわりまつり ー
夏はひまわりの里にみんな集まれ！

ー 北竜ひまわりまつり ー

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（9）
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　6月16日、深川 所年 の会 会 の ー 大会が

名の参加のもと た。

　会場となった ー 場の「はまなす」「 くげ」コースを9

で2 ン し、 の で を い、 を った。

　当日は の に ま 、参加 は日 の の 果を に し、

ー イン ンが4 るなどナイスシ ットを ていた。

　 の部では が、 の部では が した。

　上 は 下の り。

【 深川 所　 】

パークゴルフ大会を開催年金友の会

　

1　

2　

　

　 　 　

　 　 　

高　 　 　

　 　 　

　田　 　

　 　

　田　 　

　 　 　

　 　 　

　田　 　

　
６
月
13
日
、Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
部
幌

加
内
支
部
（
山
内
和
美
支
部
長
）
17
名
は

旭
川
市
の
（
株
）
花
ｐ
ｉ
ｔ
か
ら
平
間
尚

氏
と
三
崎
翔
氏
を
講
師
に
招
き
、
寄
せ
植

え
の
講
習
会
を
行
っ
た
。

　
参
加
し
た
部
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な

花
の
色
や
大
き
さ
を
選
び
鉢
に
植
え
た
。
バ
ラ
ン

ス
等
で
悩
ん
で
い
る
様
子
も
見
ら
れ
た
が
講
師
の

方
に
相
談
し
つ
つ
、
綺
麗
で
可
愛
い
ら
し
い
寄
せ

植
え
を
完
成
さ
せ
た
。
　

　
ま
た
終
了
後
、
植
え
た
鉢
と
参
加
者
で
集
合
写

真
を
撮
り
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

　
来
年
は
ハ
ン
キ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
（
引
っ
か
け

た
り
、
吊
る
し
た
り
し
て
空
間
に
飾
る
寄
せ
植
え
）

に
挑
戦
し
た
い
と
い
う
声
も
上
が
る
ほ
ど
部
員
た

ち
は
講
習
会
を
楽
し
ん
だ
。【

幌
加
内
支
所
　
岩
本
】

女性部女性部女性部女性部女性部女性部
だよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだより
女性部
だより
女性部
だより

金融金融金融金融金融
共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部
金融
共済部
金融
共済部

（10）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



　令和６年度用肥料については、肥料原料の高値での買い控えによる需要減退、海上運

賃の下落、為替の影響等を受け、化学肥料について約19.4％の値下げとなりますが、依然として高

値傾向で推移しております。

　肥料コスト低減対策として、低リン酸・低カリ肥料の提案を実施し、推進して参りますので宜しく

お願い致します！！

☆ 温床資材(ハウスビニール等)についても、原材料や物流経費の上昇等を背景に、大幅な値
上げが想定されます。早期取りまとめを実施し、営農コスト削減を図ってまいりますので併せ
て宜しくお願いします。

　「就職して社会人になったらどのように働くのか」をイメージしながら職業体験を行う「インターンシップ」を深

川東高校2年生２名が当JAで実施した。

　6月8日から9日の2日間において青果部選果場やeciR、精米施設、資材店舗において様々な業務を体験した。

　インターンシップでは単なる企業の業務を体験するだけではなく、社会人としてのビジネスマナーを学ぶ機会で

もあるため、参加した学生は緊張した面持ちで各所の職員に業務を教わりながら丁寧に作業を行っていた。

　参加した学生は「大変だったけど色々できて楽しかった。」と笑顔で答えた。

【総務部　墓田】

当JAJAJAJAJAJAでインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！でインターンシップ！当JAでインターンシップ！当JAでインターンシップ！深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が深川東高校２年生が 総務部総務部総務部総務部総務部総務部総務部総務部総務部総務部総務部総務部総務部総務部総務部総務部総務部総務部総務部総務部

経済部経済部経済部経済部経済部経済部経済部経済部経済部経済部経済部経済部経済部経済部経済部経済部経済部経済部経済部経済部令和 6年度用　肥料推進のお知らせ

肥料推進期間：令和５年７月３日(月) ～７月21日(金）
※本所、支所によって推進期間は異なります。

北海道の土壌養分
は多いんだね～
さっそくウチも減肥
してみよう

～ コスト低減肥料例 ～
肥料名①：水稲化成４７１尿素入
成　　分：Ｎ１４(内３％尿素)-Ｐ７-Ｋ１１
肥料名②：水稲ＢＢ５００
成　　分：Ｎ１５-Ｐ１０-Ｋ１０
肥料名③：水稲ＢＢ６８０
成　　分：Ｎ１６(内３％尿素)-Ｐ８-Ｋ１０
※③のＢＢ６８０は新規登録肥料です。

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（11）



　
近
年
、
世
界
各
地
で
頻
発

し
て
い
る
異
常
気
象
は
地
球

温
暖
化
が
原
因
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
影
響
に
よ

る
暴
風
雨
や
洪
水
、
干
ば
つ

と
言
っ
た
気
象
災
害
の
発
生

件
数
は
世
界
気
象
機
関
（
Ｗ

Ｍ
Ｏ
）
に
よ
る
と
、
１
９
７

０
年
か
ら
２
０
１
９
年
の
50

年
間
で
５
倍
近
く
に
増
加
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
農
業
に
お
い
て
も
近
年
増

加
す
る
水
害
や
気
候
変
動
は

大
き
な
問
題
で
あ
り
、
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
よ
り
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
事
態
を
事
前
に
予
知
す

る
こ
と
は
難
し
い
も
の
の
、

予
測
す
る
こ
と
で
経
営
へ
の

影
響
を
軽
減
す
る
こ
と
は
可

能
で
す
。
そ
の
方
法
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
の
が
事
業
継
続

計
画(

Ｂ
Ｃ
Ｐ)

で
す
。

　
事
業
継
続
計
画
（※

以
下
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を
簡
単
に
説
明
す

る
と
、「
イ
ン
フ
ラ
や
経
営
資

源
等
に
つ
い
て
、
被
害
を
事

前
に
想
定
し
、
被
災
後
の
早

期
復
旧
・
事
業
再
開
に
向
け

た
計
画
を
定
め
る
」
こ
と
で
あ

り
、Ｂ
Ｃ
Ｐ（Business C

onti-
nuity Plan

）
と
も
呼
ば
れ
て

お
り
ま
す
。

　
特
に
農
業
は
自
然
災
害
の

リ
ス
ク
と
は
常
に
隣
り
合
わ

せ
で
あ
り
、
よ
り
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
よ
っ
て
農
林
水
産
省

で
は
「
農
業
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
と

称
し
、
農
業
者
に
強
く
Ｂ
Ｃ

Ｐ
策
定
を
呼
び
掛
け
て
お
り

ま
す
。

　
計
画
の
一
例
と
し
て
は
、

近
年
発
生
が
多
い
河
川
氾
濫

時
に
お
い
て
、
危
険
個
所
を

把
握
し
、
そ
れ
を
書
面
に
て

共
有
す
る
こ
と
で
発
生
時
の

担
当
者
の
役
割
分
担
を
把
握

す
る
こ
と
や
、
電
気
機
器
が

水
に
浸
か
ら
な
い
対
策
や
、

施
設
栽
培
の
配
管
が
破
裂
し

た
時
の
対
応
方
法
も
記
載
し
、

従
業
員
と
共
有
す
る
こ
と
で

今
ま
で
自
分
し
か
で
き
な
か

っ
た
対
応
が
従
業
員
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
未
曾
有
の
事
態
に
は
経
営

者
の
判
断
力
は
も
ち
ろ
ん
大

切
で
す
が
、
急
な
指
揮
系
統

で
は
統
率
が
難
し
く
、
危
険

が
迫
る
こ
と
で
冷
静
な
判
断

が
出
来
な
い
可
能
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
事
前
に
書
面
に

落
と
し
込
む
こ
と
で
家
族
や

従
業
員
が
自
分
の
す
べ
き
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
、
結
果

と
し
て
全
員
が
よ
り
効
率
的

に
動
く
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
現
代
の

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お

い
て
は
計
画
を
策
定
し
、
且

つ
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
に

な
り
ま
す
。

　
農
業
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す

る
に
は
、
農
林
水
産
省
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
ツ
ー
ル
を
利
用
す
る
こ

と
が
最
も
簡
易
的
で
す
。

　
ペ
ー
ジ
内
に
あ
る
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
記
載
す
る
こ
と

で
簡
便
に
策
定
が
可
能
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
策

定
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
中
小
企
業

庁
に
申
請
（※

１
）
し
、
事

業
継
続
力
強
化
計
画
と
し
て

認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
多

く
の
支
援
を
受
け
る
事
が
出

来
ま
す
。

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す
る
こ
と

で
災
害
時
の
対
応
力
は
高
ま

り
ま
す
が
、
同
時
に
見
え
て

く
る
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。

特
に
防
災
設
備
の
不
足
は
計

画
策
定
に
よ
り
明
ら
か
に
な

る
こ
と
が
多
く
、
発
電
機
な

ど
の
動
力
供
給
設
備
の
増
設

や
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
被
害

を
避
け
る
た
め
、
保
管
方
法

の
ク
ラ
ウ
ド
化
な
ど
新
た
な

取
り
組
み
の
必
要
性
が
生
じ
、

設
備
投
資
が
必
要
と
な
る
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
際
必
要
と
な
る
資
金

調
達
に
お
い
て
、Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
認

定
を
受
け
た
事
業
者
に
は
、

下
記
の
支
援
を
受
け
る
事
が

出
来
ま
す
。

★
日
本
政
策
金
融
公
庫
に
よ

る
低
利
融
資

貸
付
金
利

　
設
備
資
金
に
つ
い
て
基
準

金
利
か
ら
０
・
９
％
引
下
げ

ら
れ
る
。（
運
転
資
金
に
つ
い

て
は
基
準
利
率
）

貸
付
限
度
額

　
７
億
２
千
万
円
（
う
ち
運

転
資
金
２
億
５
千
万
円
）

貸
付
期
間

　
設
備
投
資
20
年
以
内
、
長

期
運
転
資
金
７
年
以
内
（
据

置
期
間
２
年
以
内
）

★
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の

特
例

　
民
間
金
融
機
関
か
ら
融
資

を
受
け
る
際
、
信
用
保
証
協

会
に
よ
る
信
用
保
証
の
う
ち
、

普
通
保
険
と
は
別
枠
で
追
加

保
証
や
保
証
枠
の
拡
大
が
受

け
ら
れ
る
。

税理士法人　中央総合会計による税理士法人　中央総合会計による

知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報 第13回回第13回

農
業
経
営
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

事
業
継
続
計
画
と
は
？

農
業
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ

★
中
小
企
業
防
災
・
減
災
投

資
促
進
税
制

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
記
載
さ
れ
た
対

象
設
備
を
、
取
得
等
を
し
て

事
業
の
用
に
供
し
た
場
合
に
、

特
別
償
却
18
％
（
令
和
７
年

４
月
１
日
以
後
に
取
得
等
を

す
る
対
象
設
備
は
特
別
償
却

16
％
）
の
税
制
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
租
税
特
別
措
置
法
第
11
条
の

３
及
び
第
44
条
の
２
）

　
も
の
づ
く
り
補
助
金
・
事

業
再
構
築
補
助
金
（
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
型
強
靭
化
枠
）・

Ｉ
Ｔ
補
助
金
（
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
推
進
枠
）
な
ど
の
補

助
金
の
審
査
に
お
い
て
加
点

の
対
象
と
な
る
た
め
、
採
択

率
が
上
が
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策

定
す
る
こ
と
で
、
防
災
設
備

投
資
に
対
す
る
多
く
の
支
援

策
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
よ
り
コ
ス
ト
を
か

け
ず
に
防
災
対
策
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
起

こ
り
得
な
い
と
思
わ
れ
る
状

況
で
も
近
年
は
起
こ
る
事
態

は
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
よ
り
被
害
を
防

ぐ
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
は
可

能
で
す
。
会
社
に
は
「
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
」
と
４

つ
の
経
営
資
源
が
あ
り
ま
す
。

不
測
の
事
態
に
お
い
て
も
、

こ
れ
ら
を
守
る
た
め
の
取
り

組
み
と
し
て
、
会
社
の
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

再
度
見
直
す
機
会
と
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
方
法

※

１…

電
子
申
請
と
な
り
ま
す
。

（
詳
し
く
は
中
小
企
業
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）
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近
年
、
世
界
各
地
で
頻
発

し
て
い
る
異
常
気
象
は
地
球

温
暖
化
が
原
因
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
影
響
に
よ

る
暴
風
雨
や
洪
水
、
干
ば
つ

と
言
っ
た
気
象
災
害
の
発
生

件
数
は
世
界
気
象
機
関
（
Ｗ

Ｍ
Ｏ
）
に
よ
る
と
、
１
９
７

０
年
か
ら
２
０
１
９
年
の
50

年
間
で
５
倍
近
く
に
増
加
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
農
業
に
お
い
て
も
近
年
増

加
す
る
水
害
や
気
候
変
動
は

大
き
な
問
題
で
あ
り
、
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
よ
り
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
事
態
を
事
前
に
予
知
す

る
こ
と
は
難
し
い
も
の
の
、

予
測
す
る
こ
と
で
経
営
へ
の

影
響
を
軽
減
す
る
こ
と
は
可

能
で
す
。
そ
の
方
法
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
の
が
事
業
継
続

計
画(

Ｂ
Ｃ
Ｐ)

で
す
。

　
事
業
継
続
計
画
（※

以
下
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を
簡
単
に
説
明
す

る
と
、「
イ
ン
フ
ラ
や
経
営
資

源
等
に
つ
い
て
、
被
害
を
事

前
に
想
定
し
、
被
災
後
の
早

期
復
旧
・
事
業
再
開
に
向
け

た
計
画
を
定
め
る
」
こ
と
で
あ

り
、Ｂ
Ｃ
Ｐ（Business C

onti-
nuity Plan

）
と
も
呼
ば
れ
て

お
り
ま
す
。

　
特
に
農
業
は
自
然
災
害
の

リ
ス
ク
と
は
常
に
隣
り
合
わ

せ
で
あ
り
、
よ
り
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
よ
っ
て
農
林
水
産
省

で
は
「
農
業
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
と

称
し
、
農
業
者
に
強
く
Ｂ
Ｃ

Ｐ
策
定
を
呼
び
掛
け
て
お
り

ま
す
。

　
計
画
の
一
例
と
し
て
は
、

近
年
発
生
が
多
い
河
川
氾
濫

時
に
お
い
て
、
危
険
個
所
を

把
握
し
、
そ
れ
を
書
面
に
て

共
有
す
る
こ
と
で
発
生
時
の

担
当
者
の
役
割
分
担
を
把
握

す
る
こ
と
や
、
電
気
機
器
が

水
に
浸
か
ら
な
い
対
策
や
、

施
設
栽
培
の
配
管
が
破
裂
し

た
時
の
対
応
方
法
も
記
載
し
、

従
業
員
と
共
有
す
る
こ
と
で

今
ま
で
自
分
し
か
で
き
な
か

っ
た
対
応
が
従
業
員
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
未
曾
有
の
事
態
に
は
経
営

者
の
判
断
力
は
も
ち
ろ
ん
大

切
で
す
が
、
急
な
指
揮
系
統

で
は
統
率
が
難
し
く
、
危
険

が
迫
る
こ
と
で
冷
静
な
判
断

が
出
来
な
い
可
能
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
事
前
に
書
面
に

落
と
し
込
む
こ
と
で
家
族
や

従
業
員
が
自
分
の
す
べ
き
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
、
結
果

と
し
て
全
員
が
よ
り
効
率
的

に
動
く
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
現
代
の

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お

い
て
は
計
画
を
策
定
し
、
且

つ
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
に

な
り
ま
す
。

　
農
業
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す

る
に
は
、
農
林
水
産
省
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
ツ
ー
ル
を
利
用
す
る
こ

と
が
最
も
簡
易
的
で
す
。

　
ペ
ー
ジ
内
に
あ
る
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
記
載
す
る
こ
と

で
簡
便
に
策
定
が
可
能
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
策

定
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
中
小
企
業

庁
に
申
請
（※

１
）
し
、
事

業
継
続
力
強
化
計
画
と
し
て

認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
多

く
の
支
援
を
受
け
る
事
が
出

来
ま
す
。

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す
る
こ
と

で
災
害
時
の
対
応
力
は
高
ま

り
ま
す
が
、
同
時
に
見
え
て

く
る
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。

特
に
防
災
設
備
の
不
足
は
計

画
策
定
に
よ
り
明
ら
か
に
な

る
こ
と
が
多
く
、
発
電
機
な

ど
の
動
力
供
給
設
備
の
増
設

や
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
被
害

を
避
け
る
た
め
、
保
管
方
法

の
ク
ラ
ウ
ド
化
な
ど
新
た
な

取
り
組
み
の
必
要
性
が
生
じ
、

設
備
投
資
が
必
要
と
な
る
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
際
必
要
と
な
る
資
金

調
達
に
お
い
て
、Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
認

定
を
受
け
た
事
業
者
に
は
、

下
記
の
支
援
を
受
け
る
事
が

出
来
ま
す
。

★
日
本
政
策
金
融
公
庫
に
よ

る
低
利
融
資

貸
付
金
利

　
設
備
資
金
に
つ
い
て
基
準

金
利
か
ら
０
・
９
％
引
下
げ

ら
れ
る
。（
運
転
資
金
に
つ
い

て
は
基
準
利
率
）

貸
付
限
度
額

　
７
億
２
千
万
円
（
う
ち
運

転
資
金
２
億
５
千
万
円
）

貸
付
期
間

　
設
備
投
資
20
年
以
内
、
長

期
運
転
資
金
７
年
以
内
（
据

置
期
間
２
年
以
内
）

★
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の

特
例

　
民
間
金
融
機
関
か
ら
融
資

を
受
け
る
際
、
信
用
保
証
協

会
に
よ
る
信
用
保
証
の
う
ち
、

普
通
保
険
と
は
別
枠
で
追
加

保
証
や
保
証
枠
の
拡
大
が
受

け
ら
れ
る
。

「安心」が、私たちの商品です。
http://www.csk-i.com

税理士法人
中央総合会計

①
金
融
措
置

②
税
制
支
援

★
中
小
企
業
防
災
・
減
災
投

資
促
進
税
制

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
記
載
さ
れ
た
対

象
設
備
を
、
取
得
等
を
し
て

事
業
の
用
に
供
し
た
場
合
に
、

特
別
償
却
18
％
（
令
和
７
年

４
月
１
日
以
後
に
取
得
等
を

す
る
対
象
設
備
は
特
別
償
却

16
％
）
の
税
制
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
租
税
特
別
措
置
法
第
11
条
の

３
及
び
第
44
条
の
２
）

　
も
の
づ
く
り
補
助
金
・
事

業
再
構
築
補
助
金
（
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
型
強
靭
化
枠
）・

Ｉ
Ｔ
補
助
金
（
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
推
進
枠
）
な
ど
の
補

助
金
の
審
査
に
お
い
て
加
点

の
対
象
と
な
る
た
め
、
採
択

率
が
上
が
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策

定
す
る
こ
と
で
、
防
災
設
備

投
資
に
対
す
る
多
く
の
支
援

策
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
よ
り
コ
ス
ト
を
か

け
ず
に
防
災
対
策
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
起

こ
り
得
な
い
と
思
わ
れ
る
状

況
で
も
近
年
は
起
こ
る
事
態

は
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
よ
り
被
害
を
防

ぐ
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
は
可

能
で
す
。
会
社
に
は
「
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
」
と
４

つ
の
経
営
資
源
が
あ
り
ま
す
。

不
測
の
事
態
に
お
い
て
も
、

こ
れ
ら
を
守
る
た
め
の
取
り

組
み
と
し
て
、
会
社
の
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

再
度
見
直
す
機
会
と
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

事
業
継
続
力
強
化
計
画

認
定
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

※

１…

電
子
申
請
と
な
り
ま
す
。

（
詳
し
く
は
中
小
企
業
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

③
補
助
金
等
加
点
措
置

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（13）



総務部 人事課/融資審査課
川本知弘 課長からのコメント

総務部 人事課/融資審査課
川本知弘 課長からのコメント

組織において重要な経営資源である「人」
に関わる業務全般を行っています。
具体的には、「採用・雇用の管理」「組織配
置の企画」「評価制度の企画」「育成・能力
の開発」「制度・環境の整備」などの業務内
容を担い、職員が能力を発揮できる環境を
整え、職員一人ひとりが安心して働ける環境
を整備して参ります。

JAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらち 部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部署署署署署署署署署署署署署署署署署紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介 No.3No.3

総務部・監査室総務部・監査室

令和５年度

後列左から▶墓田真知子調査役、佐藤風夏、中川幹枝
前列左から▶川本知弘課長（☆）、鈴木親良部長、薄木康弘調査役（☆）

※☆は融資審査課 兼務

総務部 総務経理課
佐藤義幸 課長からのコメント

総務部 総務経理課
佐藤義幸 課長からのコメント

JAの事業計画・管理、経理事務、決算や財
産管理、コンピュータシステム管理などを行
っています。
また、個人情報管理やコンプライアンス・法
令順守に向けた取組みを行っています。
これまでのモノ・仕組みなどに対して新しい
技術や考え方を取り入れて、業務の効率化、
経営基盤の強化、組織基盤の強化を目指し
ます。
限りある人数ですが、みんなで頑張っています！！

後列左から▶亀島健吾、今西志織、麻生浩伸

前列左から▶梅村大輔主査、佐藤義幸課長

監査室
竹原優晴 室長からのコメント

監査室
竹原優晴 室長からのコメント

体制整備を進め組織の信頼を高めます。

左から▶竹原優晴室長、薄木康弘調査役

（14）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



新入職員紹介、フ

レッシュですね。ゆ

っくり仕事をおぼえ

て心を壊さないよう

お仕事をしてほしく

思います。

新入職員紹介、フ

レッシュですね。ゆ

っくり仕事をおぼえ

て心を壊さないよう

お仕事をしてほしく

思います。

今年は雪解けが早くゆっくり作業

ができるはずが、何とも忙しい。

雨が少なく夏が心配です・・・。

今年は雪解けが早くゆっくり作業

ができるはずが、何とも忙しい。

雨が少なく夏が心配です・・・。

新入職員の紹介があっ

た。色々な出来事があ

る時代、元気で目標に

向かい自分の思う仕事

に進んでほしい。

新入職員の紹介があっ

た。色々な出来事があ

る時代、元気で目標に

向かい自分の思う仕事

に進んでほしい。

メロン、スイカ、アスパラ

ガスの話題が出ていて嬉

しかったです。私も買いに

行きたくなります。

メロン、スイカ、アスパラ

ガスの話題が出ていて嬉

しかったです。私も買いに

行きたくなります。

広報誌５月号に寄せられたコメントを紹介！広報誌５月号に寄せられたコメントを紹介！読者の感想

20ページの4月俳句。

力作ぞろいで素晴らしい！

奥深いです。

20ページの4月俳句。

力作ぞろいで素晴らしい！

奥深いです。

今回、初めて読ま

せて頂きました。

楽しかったです。

すごくあたたかい

気分になりました。

今回、初めて読ま

せて頂きました。

楽しかったです。

すごくあたたかい

気分になりました。

亜
急
性
甲
状
腺
炎

た
か
は
し
内
科
消
化
器
内
科

院
長

高

橋

公

平

本
症
は
、
原
因
不
明
（
お
そ
ら
く
ウ
イ
ル
ス
感
染
）
の
甲
状
腺
炎
で
す
。
甲
状

腺
実
質
内
の
濾
胞
が
破
壊
さ
れ
、
内
部
に
蓄
え
ら
れ
て
い
た
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の

血
中
へ
の
流
入
に
よ
り
、
一
過
性
の
甲
状
腺
中
毒
症
状
を
呈
す
る
疾
患
で
す
が
、

予
後
は
良
好
で
す
。

30
か
ら
50
歳
代
の
女
性
に
好
発
し
、
し
ば
し
ば
上
気
道
炎
症
状
が
み
ら
れ
、
自

発
痛
と
圧
痛
を
伴
う
硬
い
甲
状
腺
腫
が
触
知
さ
れ
、痛
み
は
耳
ま
で
放
散
し
ま
す
。

症
状
は
、
38
度
以
上
の
高
熱
、
全
身
倦
怠
感
、
動
悸
、
多
汗
、
振
戦
、
体
重
減

少
な
ど
の
甲
状
腺
中
毒
症
状
（
過
剰
な
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
作
用
）
で
す
。
採
血

で
は
炎
症
反
応
の
亢
進
が
認
め
ら
れ
、
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
（
Ｆ
Ｔ
４
）
の
上
昇
、

甲
状
腺
重
ホ
ル
モ
ン
（
Ｔ
Ｓ
Ｈ
）
の
低
下
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

無
治
療
で
も
数
週
か
ら
数
か
月
で
自
然
治
癒
し
ま
す
が
、
軽
症
例
で
は
非
ス
テ

ロ
イ
ド
性
抗
炎
症
薬
、
炎
症
所
見
が
強
い
と
き
は
副
腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド
が
使
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
甲
状
腺
中
毒
症
状
を
お
さ
え
る
た
め
に
β
遮
断
薬
も
つ
か
い
ま

す
。上

気
道
炎
症
状
に
続
き
38
度
以
上
の
高
熱
、
全
身
倦
怠
感
と
と
も
に
前
頚
部
か

ら
耳
介
や
下
顎
に
放
散
す
る
疼
痛
が
あ
る
場
合
は
早
め
に
最
寄
り
の
医
療
機
関
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
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金融共済部からのお知らせ

事務経費は国が負担しているため、払った保険料の全額が運用されます。

詳しくは… https://www.nounen.go.jp

またはお近くのJA窓口までお気軽にお問合せ下さい。
農業者年金基金

農業者の方は、
国民年金の上乗せの公的な年金「農業者年金」に加入し豊かな老後を！

知って得する農業者年金

農業者なら誰でも入れる「終身年金」です！
①年間６０日以上農業に従事し、国民年金第１号被保険者（保険料免除を除く。）である２０歳
以上６０歳未満の方、又は６０歳以上６５歳未満の国民年金の任意加入者が加入できます。

②農業者年金は積立方式・確定拠出型で少子高齢化時代に強い。

死亡一時金もあり安心
　８０歳前に死亡した場合には、８０歳までに受け取る農業者老齢年金の現在価値相当額を
一時金として受け取れます。※加入期間等により保険料の払込額を下回る場合があります。

ポイント

１

一定の要件を満たす方には保険料の
国庫補助（月額最大１万円）があります。
　認定農業者で青色申告の方や、その方と家族経営協定を結んだ配偶者・後継者の方
など、一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助（月額２万円の保険料のうち最高
１万円、通算すると最大で２１６万円）があります。
この国庫補助は経営継承など一定の要件を満たせば将来特例付加年金として受給できます。
また、経営継承の時期について年齢制限はなく、事情に応じて受給の時期を決められます。

ポイント

2

生涯を通じて税制面で大きな優遇措置があります。
保険料は全額社会保険料控除の対象
●支払った保険料は家族分も含めて全額が社会保険料控除の対象。
●所得税・個人住民税・復興特別所得税が節税になります。
　（支払保険料の１５％～３０％程度が節税。）
●保険料の運用益が非課税　●将来受け取る農業者年金には公的年金等控除は適用されます。
●死亡一時金は非課税です。

ポイント

3

JAきたそらち
本　　所
イチヤン本所
音江支所
深川支所
納内支所

TEL 0164-34-7150
TEL 0164-22-6618
TEL 0164-25-1111
TEL 0164-22-2171
TEL 0164-24-2211

多度志支所
雨 竜 支 所
北 竜 支 所
幌加内支所

TEL 0164-27-2111
TEL 0125-77-2331
TEL 0164-34-2280
TEL 0165-35-2024

安心の
終身年金

（16）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



経済部 燃料課からのお知らせ

ストーブ分解整備受付中
　長年使用しているストーブは、カーボン・スス・ホコリがたまり、燃焼効率の低
下や故障、不具合の原因となります。火が大きくならない、円筒ガラスが曇っている、
床暖の暖まりが悪いなど気になることがあれば、ストーブを使用しない時期に分解
整備をして安心の冬を迎えましょう。

★部品代は別途加算されます。

★お客様宅より取外してお預かりし、分解整備後にお届け試運転まで行います。

★上記にないタイプはお問合せをお願いします。

★ストーブ分解整備は３～４年に1回が目安です。

円筒ガラスの曇り、燃焼ポット内部のススを除去して燃焼効率ＵＰ！灯油の消費量も軽減！

ストーブ分解整備料金（一部抜粋）
タイプ

床暖ツインヒーター
FF式床暖内蔵型 
煙突式床暖内蔵型
FF式壁置輻射（大型）
FF式壁置輻射（小型）
煙突式壁置輻射タイプ
煙突式壁置タイプ
煙突式角型両面タイプ

¥48,400
¥31,900
¥28,600
¥24,200
¥20,900
¥19,800
¥17,600
¥16,500

UHB、UHF-○○TBFS
UH-F、UFH-○○UKF
UH-○○系、UFH-○○UKC
FF-○○系、FFR-DF、KF、SF
FF-V、VT、VY系、FFR-○○BL
SV-○○系、KSH系
SV-45、KFH-4
KSH-10K

基本整備料金
（10％税込） 参考型式

音江セルフ給油所
深川セルフ給油所
イチヤンセルフ給油所

（0164）25-2720
（0164）23-2456
（0164）22-1391

（0164）24-3311
（0164）27-2115
（0164）34-2541
（0165）35-2001

納内給油所
多度志給油所
北竜和給油所
幌加内給油所

ご依頼、お問合せは各地区の給油所までご連絡をお願いします。

※雨竜地区は北竜和給油所へご連絡をお願いします。

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（17）



クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

六月俳句六月俳句六月俳句

5月号の正解は
「コドモノヒ」でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれま
した。

深 川 市　　遠藤　順子　様
深 川 市　　宮田　美加 様
幌加内町　　中山　春江　様

【送り先】〒074-0015　深川市深川町字メム１０号線山３線5850番地
　　　　 JAきたそらち農業振興部営農企画課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-1228

【ホームぺージ応募フォーム】URL：http://www.ja-kitasorachi.com/application_form/
※ご本人以外による応募は抽選の対象外とさせていただきます。

応募方法

【タテのカギ】
2

3

4

5

6

7
8
9
10
11

15
16
17

18

 アジア熱帯地方原産の、皮が
黄色または緑色で中身が白く
甘い果物
針のような葉をたくさんつけ
る常緑樹。○○・竹・梅
国の最高権 力者。君 主。「百
獣の○○」
昔、武芸を修め、軍事に携わ
った者。さむらい。もののふ。
二つのサイコロを振ったとき、
同じ目が出ること。
松の木の果実。松ぼっくり。
人の出入りする所。
魚を釣るのに用いる糸。
西洋の音楽。
数や量などが示した値よりも
下であること。
利子がつかないこと。無利息。
3.1415926…＝円周○○
細長い棒の先にとがった刃物
をつけた、昔の武器。
足を包み、厚い底のついたは
き物 

1
4

5
7
10

12

13

14
16
19
20

ばけもの。「○○○屋敷」
板を円筒形に組み合わせて、底
を付けた器。「○○で水を汲む」
仏の彫刻・画像。
特にかわいがっている弟子。
女性が結婚して夫の家に入るこ
と。また、その儀式。
周囲の海水よりも水温の低い海
流。⇔暖流
石灰質の殻を持つ軟体生物の総
称。
チューインガムの略。
航空機の離陸と着陸。
論理的にねられた意見。主張。
湿り気が多く、じめじめした土
地。

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォーム・ハガキ・
ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよりに対するご意見ご要望を
記入の上ご応募下さい。
締切7月31日消印有効で当選者とクイズの答えは令和５年9月号に掲載します。

●
雨
竜
俳
句
会

　
青
き
踏
む
土
の
命
を
確
か
め
て
　
　
　
　
　
　
北
川
　
満
江

　
し
の
ぶ
れ
ど
声
に
出
に
け
り
猫
の
恋
　
　
　
　
小
山
　
邦
男

　
草
餅
や
母
は
丸
め
る
子
も
見
ま
ね
　
　
　
　
　
松
木
　
五
月

　
成
長
と
と
も
に
古
び
て
鯉
の
ぼ
り
　
　
　
　
　
宮
武
め
ぐ
み

　
ど
の
家
も
子
供
の
声
す
る
黄
金
週
間
　
　
　
　
吉
見
サ
ヨ
子

●
「
道
」
俳
句
会

北
竜
支
部

　
先
見
の
眼
な
る
か
と
サ
ン
グ
ラ
ス
　
　
　
　
　
山
本
　
玲
子

　
水
平
に
担
ぐ
ス
コ
ッ
プ
田
水
引
く
　
　
　
　
　
山
岸
　
正
俊

　
他
愛
な
き
笑
い
の
余
韻
日
向
水
　
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

　
子
か
ら
孫
や
が
て
ひ
孫
へ
浮
い
て
来
い
　
　
　
吉
尾
　
広
子

　
山
彦
や
雅
楽
に
聞
き
し
閑
古
鳥
　
　
　
　
　
　
山
下
　
好
晴

　
雨
上
が
り
水
影
ゆ
ら
り
夏
の
蝶
　
　
　
　
　
　
佐
藤
美
智
子

●
土
筆
俳
句
会

　
ほ
ぐ
れ
む
と
真
夜
も
息
づ
く
辛
夷
の
芽
　
　
　
高
尾
美
津
子

　
花
あ
や
め
真
っ
直
ぐ
活
け
て
茶
室
か
な
　
　
　
池
田
　
美
知

　
と
り
た
て
の
蕗
の
み
そ
汁
里
の
味
　
　
　
　
　
山
川
　
輝
子

　
厚
め
の
本
棚
よ
り
選
ぶ
五
月
雨
　
　
　
　
　
　
南
川
冨
美
子

　
コ
ロ
ナ
明
け
な
じ
み
の
店
に
独
活
の
味
　
　
　
佐
藤
英
三
子

　
ふ
る
さ
と
を
訪
れ
た
き
日
夏
来
る
　
　
　
　
　
滝
口
富
美
子

　
初
夏
の
夕
空
く
も
山
を
く
っ
き
り
と
　
　
　
　
菅
原
　
優
子

　
ベ
ラ
ン
ダ
の
ふ
と
目
合
わ
す
や
鴉
の
子
　
　
　
森
田
裕
美
子

　
癒
さ
れ
る
孫
と
の
乾
杯
一
夜
酒
　
　
　
　
　
　
小
橋
　
厚
子

A B C D E

1 2 3 4

5 6

7 8 9

10 11

12 13

14 15

16 17 18

19 20

D

C

A

B

E
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６がつ  12にち　月ようび

音江保育園　バケツ稲レポート

5月23日に田植えをした稲がこんなに
大きくなりました！風にあおられない
ように、板で周りを囲いました♪今年
も大きく・美味しく育ちますように★

１．関係団体等諸会議について
２．内部監査報告について
３．組合員の加入脱退について
４．財務報告及び事業実績について
５．固定資産の取得・修繕について
６．令和５年度固定資産現地確認の実施について
７．JA理事との利益相反取引実績について
８．反社会的勢力等との取引排除に係る定期確認結果
について

９．職員の人事及び業務事故について
10．JAにおけるマネロンガイドラインとのギャップ
分析の報告について

11．貸出金の貸付報告について
12．営農計画をベースとした中間進捗評価会の実施に
ついて

13．令和５年産米「生産の目安」の取組状況について
14．令和４年度　新規就農者受入対策助成金の支払い
実績について

15．令和５年度　主要農作物の生育概況（5月15日）
について

16．令和５年度　水稲病害虫防除推進方針について
17．令和５年産　輸出用米並びに加工用米の取り組
み状況について

18．令和４年産　規格外小麦最終精算について
19．令和４年産　屑大豆の精算について
20．令和５年度　畑作物試験研究計画について
21．令和５年度　種子馬鈴薯圃場検査について
22．令和５年産　小麦集荷に係る職員配置（案）に
ついて

23．畜産物の販売実績について
24．青果・花き集荷販売実績について
25．経済部事業実績について
26．令和5肥料年度　肥料価格について（プレスリ
リース他）

議案第１号　幌加内支所ライスセンター改修工事の入
札の実施について

議案第２号　職員の夏期手当の支給について
議案第３号　クミカン貸越極度額の変更について
議案第４号　理事に対する貸出承認について
議案第５号　債権の償却及び貸付金利息・遅延損害金

の減免について
議案第６号　令和５年産 米の取扱いについて

議案第７号　令和５年産「玄そば」の取り扱いにつ
いて

議案第８号　令和５年産農産物予約前渡金及び概算
金について

議案第９号　共同計算基本要領における重要事項の
決定について

提
出
議
案

１．道連合会常勤役員就任に伴うJAきたそらち役
員執行体制について

協
議
事
項

報

告

事

項

第６回理事会 〈令和5年6月1日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

組合員の動き
（令和5年5月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,226
105
5,500
272
875

当月末
26
0
27
0
19

脱退
2
3
50
1
1

加入
1,250
102
5,477
271
893

当期首

※今月の新風は休載いたします。
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金融共済部からのお知らせ

■発行／きたそらち農業協同組合　〒074-0015　北海道深川市深川町メム10号線山3線5850番地　TEL 0164（22）6600　FAX 0164（22）8611
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音江支所
深川支所
納内支所

TEL 0164-22-6619
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多度志支所
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幌加内支所
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